
りや す く解 説 した もの,1項 目を2頁 の 読み切 り

に し,図 版等 を多用 してい る。
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『フ ィ リピン銀行 史研 究 一 植 民 地体 制 と金

融 』

永野喜子著

御茶の水書房2003年12月15日(xv+356+

xxxi頁)

本書 は,筆 者の1990年 代 におけるフ ィリピン

銀行史研究の集大成である。筆者が本書 をまとめ

る うえで最 も腐心 した点は,こ れまでフ ィリピン

史研究のなかで時折取 り上げられてきた,第 一次

世界大戦直後のブイリピン国立銀行疑獄の実態に

関する包括的解明である。従来の研究では,第 一

次世界大戦直後 にフィリピン国立銀行 は深刻 な経

営難に陥ったが,そ の原因はもっぱら,当 時同行

の経営権 を掌握 していたフィリピン人幹部が近代

的銀行経営の知識をもたず,旧 来の政治 ・経済界

の人的関係に依存 しながら融資事業を展開 したこ

とにあるとされてきた。

しか し,銀 行史研究 を進めるなかで,著 者 は,

第一次世界大戦直後のブイリピン国立銀行疑獄の

全貌 を明らかにするためには,従 来の経済史研究

の手法ではどうしても解けない問題があることに

気づ き始めた。そのひとつは,植 民地の通貨制度

を維持するうえで中央銀行がない時代にフィリピ

ン国立銀行が果 たした役割について突っ込 んだ議

論が必要なこと,も うひ とつは,フ ィリピン国立

銀行疑獄 と通貨制度の同様 との関連を明らかにす

るうえでは,フ ィリピン政府の政治 ・行政機構は

もちろん,ア メリカ本国の植民地管轄機構である

米国陸軍省島撰地域担当局(BIA)の フィリピン通

貨制度維持に対 して果た してきた役割について深

い洞察を得る必要があることであった。

本書は,1998～99年 の神奈川大学長期在外研

究員 として,ア メリカとフィリピンで実施 した1

年 間の資料調査 に もとつ く学術研究 の成果であ

る。

φφφφφ◎φφ◆φφψ◇《命φ◎φ魯φ渉

文 献 解 題

「フ ィ リ ピ ン歴 史 研 究 関 係 マ イ ク ロ フ ィル ム3

点 』

OlHistoryofthePhilippielnsurrectionagainstthe

UnitedStates,1899-1903,andDocumentsrelating

totheWarDepartmentProjectforPublishingthe

History.USNationalArchives,9reels.

02PhilippineLibertyNewsMarch20,1946-Dec.20,

194bManila,2reels.

③VozDeManila,March23-Dec,7,1945;July4,

1946-Dec.14,1948,2reels.

本 マ イ ク ロ フ ィル ム3点 は 、19世 紀 末 か ら20

世 紀 前 半 を対 象 と した フ ィ リ ピ ン史研 究 に と っ て

重 要 な 史 料 で あ る 。① は 、19世 紀 か ら20世 紀 へ

の世 紀 転 換 期 に お い て フ ィ リ ピ ンで 世 紀 した 独 立

革 命 に関 す る 史料 で あ る。 こ の独 立 革 命 は 、1896

年 に 対 スペ イ ン独 立 戦争 と して勃 発 した もの で あ

る が 、 米 西 戦 争 との か ら み で 、1899年 か ら は 、

ブ イ リ ピ ン ・ア メ リカ 戦 争 と して 展 開 され た 。①

は 、 フ ィ リ ピ ン ・ア メ リ カ戦 争 期 にお け る フ ィ リ

ピ ン革 命 軍 の 反 乱 に関 す る もの で あ る 。② と③ は 、

1942～45年 の 日本 占領 期 末 期 と1946年7月 ア メ

リ カか ら独 立 を経 た 時期 にマ ニ ラで 発 行 され た新

聞 の マ イ クロ フ ィル ム で あ る。 こ う した マ イ ク ロ

フ ィル ム を活 用 す る こ と に よ っ て 、 既 存 の研 究 で

は得 られ な い 知 見 を獲 得 す る こ とが で きる か も し

れ な い 。

(文 責:永 野 善 子 〉
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『菊池 寛 を読 む』

日高昭二著

岩波書店2003年3月25日(233頁)

本書は,2(101年10月 に行 われた岩波市民セ ミ

ナーにおける講義をもとに,〈岩波セ ミナーブッ

クス88>と して刊行 された ものである。芥川龍

之介 と並んで 「新思潮」の代表的な作家のひとり

である菊池寛 は,そ の戯曲と小説に示 された卓抜
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な 「技巧 と主題」が取 り沙汰 されてきた。しか し,

それは,大 雑把 な同時代批評がつ くりだ した表層

的なイメージに過 ぎなかった。た とえば,出 世作

「藤十郎の恋」には,元 禄期の歌舞伎 についての

「芸談」 を大正期のいわゆる 「新歌舞伎」運動の

それと重ねあわせるとき,戯 曲解釈 と演出の存在

による近代劇への橋渡 しの実態がよく浮かび上が

って くる。 また有名な 「父帰る」 には,家 父長制

度の近代的な再編 という主題が明瞭にあ り,「恩

讐の彼方に」では,明 治六年の 「仇討禁止令」に

始まる近代法制度への移行による 「道徳」と 「法」

の軋礫が見て取 れる。 さらにベ ス トセラー小 説

「真珠夫人」 には,高 利貸 を転 じて約束手形や債

権譲渡 な どの信用経済学の勃興 に裏付け られた

「愛 と信」のパ ワーゲームを読み取 ることが可能

となる。言 うまで もな く,歴 史 と文化の記憶のな

かに,文 学テクス トの言語的な表象を 「読む」試

みに他 ならない。

なお,本 書の切 り口の一つである く仇討 もの 〉

とい うジ ャンルの近代 的編制 については,日 高

の編著 「近代 つ くりか え忠 臣蔵』(2002・12,

岩波書店)が,こ れ とほぼ同時 に刊行 されてい

ることを言 い添えてお きたい。
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